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特定非営利活動法人神戸ろうあ協会 手話言語条例懇談会資料 

令和 8 年 9 月 8 日（火） 

神戸市役所 1 号館 19 階 保健福祉局会議室 

１． 独自事業 入門・基礎フォローアップ講座・短期手話講座の企画運営 

・入門課程フォローアップ講座  

日時：令和 8年 11月 16日～令和 9年 3月 8日の全 10回 

月曜日 18：30-20：00 

定員：最大 20名 現在受講申し込み受付中 

派遣講師：ろう講師 1名 

 

・基礎課程フォローアップ講座(予定) 

日時：令和 9年 1月～3月  全 10回 

目的：手話奉仕員養成講座基礎課程修了者を対象とした講座 

定員：朝クラス 20名 夜クラス 20名  

派遣講師：各クラスろう講師 1名 

 

・短期手話講座(予定) 

日時：令和 9年 2月 全 3回 

目的：初めて手話を習う人を対象にした講座 

定員：朝クラス 20名 夜クラス 20名  

派遣講師：各クラスろう講師 1名・きこえる講師１名 

 

2：神戸市の手話啓発事業への講師派遣 

手話啓発事業（今年度 10 件） 

事例 1：手話啓発講座 住之江公民館 

日時：令和 8 年 9 月 5 日(土) 13：30～15：30 

受講人数：大人 最大 30 名 

派遣講師：2 名（ろう講師 1 名、聞こえる講師 1 名） 

特色：聴覚障害に関する基礎知識。コミュニケーションの手段。手話の指導等。 

 

3：委託事業 手話通訳者養成講座の実施 

手話通訳者養成講座「手話通訳Ⅰ」＜朝クラス全 34 回＞ 受講者 5 名 

＜夜クラス全 34 回＞ 受講者 11 名 

手話通訳者養成講座「手話通訳Ⅱ」＜朝クラス全 28 回＞ 受講者 11 名 

＜夜クラス全 28 回＞ 受講者 6 名 

手話通訳者養成講座「手話通訳Ⅲ」＜全 11 回＞ 受講者 4 名 
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4.手話通訳者全国統一試験結果 

    試験実施日：令和 7 年 12 月 6 日  

（令和 7 年度実績） 

 申込者数 受験者数 合格者数 合格率 

全国 2181 2059 171 8.31% 

兵庫県 123 117 4 3.42% 

神戸市 23 21 0 0% 

 

5．しあわせの村主催の手話講座への講師派遣 

・子ども向け手話講座 

日時：令和 8 年 6 月 27 日～10 月 10 日のうち全 10回 土曜日 10：00～12：00   

受講人数：12名（小 4～小 6） 

派遣講師：2名（ろう講師 1名、聞こえる講師 1名） 

特色：子ども向けの連続手話講座 

 

6．独自事業：手話講師派遣（今年度 20 件）令和 8 年 8 月 28 日現在 

事例 1：甲南女子大学 「手話コミュニケーション」 

日時：令和 8 年 4 月 14 日（火）～令和 8 年 7 月 21 日（火） 全 14 回 

特色：入門講座カリキュラムに沿った指導 

 

事例 2：神戸祇園小学校  

日時：令和 8 年 6 月 1 日（月）～令和 9 年 2 月 1 日（月）のうち全 6 回 

内容：教職員の手話技能の資質向上のための指導 

 

事例 3：湊翔楠中学校 手話部員への手話指導 

日時：令和 8 年 5 月 7 日(木)～8 月 19 日(木) 全 8 回 

内容：手話部員への手話指導及び手話歌の指導  

 

7．独自事業（新規）：コベカツ手話部開始 

   10 月～開始（入部希望者２名） 

   ろう講師による指導（３名） 

    

   状況：部活指導者はコベカツ事務局が指定した研修を受ける必要があった。研修

動画には字幕しかなく、手話言語が必要なろう者は内容を把握しづらかっ

た。生徒の安全を守るためには内容を把握する必要があり、教育委員会か

ら手話通訳者を依頼してもらうことで研修を受けた。 

      部活動は、ろう者が指導者になることも想定し、手話による情報保障が必

要である。 
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8．今後の課題 

【幅広い世代に手話言語を啓発する】 

→ 若い世代（小学生・中学生・高校生）対象の手話啓発講座が少ない 

    

     〇提案〇 

★ 小学生・中学生・高校生向けの手話教材の作成 

         ５回シリーズ（例：「あいさつ」「名前に繋がる手話」「神戸市内の地

域の手話（東灘区など）」「学校で使う手話」「会話見本」）で５分程

度の手話動画教材を作成配信する。 

 

         配信ツール：習用タブレットやインスタグラムなどの SNS ツール 

    

     

  【手話言語の選択ができるよう情報アクセスの手段を確保する】  

   → 手話言語（手話通訳を介する・ろう者自身が手話で発信する）による情

報が少ない。手話言語を必要とする人が手話動画による情報取得を選べ

るように手段を確保する 

 

     〇提案〇 

★ 神戸市からの生活情報を手話動画でも発信する 

     

        ＜参考＞ 

        神戸ろうあ協会として「神戸市家庭用ごみ袋の臨時措置」の手話動画

を発信した。視聴回数は次の通り 

         視聴回数 公開日 

臨時措置の速報（字幕なし） ２３７回 5/29  

会員のみ 

臨時措置（字幕あり） １９７回 6/25 

一般公開 

臨時措置の延長（字幕あり） １４８回 6/25 

一般公開 

         ※会員から友人等に URL を転送することにより、アクセス数が増えている 

 

        会員の声 

         ・サークル例会などでも知らせてもらい、内容が分かった。 

         ・フードサポートこうべなどの情報も欲しかった。 

 

★ 災害時（地震の時と大雨洪水の時）にきこえる人と同じタイミング

で同じ内容を受け取れるように仕組みをつくる 

参考事例：サンテレビの災害時緊急放送 


